
改善箇所説明図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：         は、点検し、交換する部品を示す。 

 

 

基準不適合発生箇所 
緩衝装置のエアスプリングストラットにおいて、製造時に当該ストラットの加工不良により、保持クリップを組み付け

る溝が正しく加工されていないものがある。そのため、保持クリップが溝に確実に嵌っておらず、最悪の場合、当該ク

リップが外れ、エアスプリング内の空気が漏れることにより、警告灯が点灯するとともに車高が下がるおそれがある。 

 

改善の内容 
全車両、エアスプリングストラットの保持クリップの組み付け状態を確認し、確実に組み付けられていない場合は、エ

アスプリングストラットを良品と交換する。 

 

 

識別：「42L2」と記入したキャンペーンステッカーを車両に貼付する。 

保持クリップの組み付け溝 

エアスプリングストラット 

正常加工の保持クリップの組み付け溝 

加工不良の保持クリップの組み付け溝 


